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１．背景と目的  

 近年，アジアの途上国は経済成長に伴い，急速な都

市化と自動車保有台数の増加等により，郊外部での住

宅地開発等が進み，都市のスプロール化が問題となっ

ている．また，このような都市化に伴って郊外部を中

心とした多くの自然環境が破壊され，生態系サービス

が衰退しつつある．このような背景のもと，自然共生

型の都市の構築に向けて，将来の都市計画や土地利用

計画等を策定する必要があるが，途上国の地方都市に

おいて，これらを検討するための土地利用に関するデ

ータベースが未だ構築されていないケースがある． 

 そこで本研究では，途上国の地方都市であるタイ・

コンケン市を対象として，都市化に伴う自然環境や生

態系サービス（炭素固定量や大気浄化機能等）への影

響を分析する．具体的には，①今後の都市計画や土地

利用計画を検討する上で必要となる詳細な土地利用

データベースの構築を行い，②経年変化に伴う緑被率

や森林，湿地等の面積の推計，③CO2 固定量，大気浄

化機能等の一部の生態系サービスの経年評価を行う

ことを研究目的とする． 

２．現地調査の概要と GIS データの構築方法 

 本研究ではタイ・コンケン市において平成 26 年 10

月および平成 27 年１月の２度現地調査を実施した．   

現地調査では，2014年現在の土地利用を正確に把握す

るために半径約 10km の環状道路内の市内全域を対象と

して土地利用状況に関する現地踏査を実施するとともに，

各地に点在する森林を対象として，CO2 固定量の推計等

で必要となる樹木の全乾比重等の値を算出するために，

無作為に10mメッシュのコドラートを設定し，樹木の幹

径と高さを調査した．また，コンケン市の都市計画課の

担当者に対し，近年の都市化の状況や土地利用規制等に

関するインタビュー調査を実施した（表１）． 

 GIS データの構築にあたり，まず 2011 年に撮影さ

れた Google Earth の衛星写真を基に，土地利用状況

を 50m メッシュで分類した．その後，現地調査結果

を基に2014年現時点のGISデータへの更新作業を行

った．また，コンケン大学から 2008 年の市街地区画

データを提供頂き，構築した 2011 年の GIS データや

インタビュー調査の結果を基に，2008 年当時の土地

利用を推計し GIS データを構築した．表３に構築し

た各 GIS データを示す． 

表１ コンケン市での現地調査の概要 

日程
① 平成 25 年 10 月 22 日から 26 日 
② 平成 26 年１月７日から 10 日 

調査

内容

・コンケン市内全域の土地利用の現地調査 
・コンケン市役所とコンケン大学にて土地利用や植生

に関するインタビュー調査  
・各地の森林植生の確認および幹径,高さを調査 

３．分析結果 

３－１ 緑被率の推計結果 

表２に示す通り，2008 年から 2014 年にかけて緑被

率は 7%減少していることが示された．図１はコンケ

ン市の各エリアの緑被率の推移と，コンケン自治体

管轄エリア（表３写真の白線内）における市街地面

積の経年変化を比較したものである．その結果，エ

リアごとに都市化に差があり，特にエリア１，３は

緑被率が顕著に減少傾向にある．一方，低地で冠水

等の危険があるエリア２，４は住宅地開発等が進ん

でおらず，緑被率の減少率は比較的少ない傾向が示

された． 

 
図１ 各エリアの緑被率と市街地面積の関係 
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３－２ CO2固定量の推計 

次に山田ら１）の研究で用いられている推計式（表

２）をもとに森林の CO2固定量を推計した．CO2固

定量を推計する際に必要となる樹木の成長率や全乾

比 重 の 対 応 表 の 値 は ， コ ン ケ ン 大 学 の

Dr.Adcharaporn へのインタビュー調査と現地調査

を も と に D.A.King ２ ） ら の フ タ バ ガ キ 科

（Dipterocarpus 属）を参考にした．その結果，2008

年から 2014 年にかけて約 1050.7t の CO2固定量の

減少が示された（表３）． 

表２ CO2固定量および大気浄化機能の推計式 
 推計式 凡例 

1 

 

Xi=森林の面積(ha) 
Wi=全乾比重 
Gi=年間成長率 

2  
Pg=総生産量(t/ha*Y) 
CNO2=濃度(μg/cm3) 

3  
Pg=総生産量(t/ha*Y) 
CSO2=濃度(μg/cm3) 

３－３ 大気浄化機能の推計 

大気浄化機能の推計にあたり，山田ら１）の推計式

（表２）を用いて，森林や畑，水田等の土地利用別

に大気浄化機能を推計した（表３）．  

 その結果，森林や畑，水田の面積の減少により，

2008 年から 2014 年にかけて NO2吸収量が 44.6t，

SO2吸収量は 13t 減少した結果となった． 

４．まとめと今後の課題 

本研究により，コンケン市は急激な都市化に伴って

郊外部を中心に自然破壊が進み，緑被率やCO2固定量，

大気浄化機能等の生態系サービスが減少傾向にあるこ

とが示された． 

今後は，より詳細な土地利用データベースの整備を

進めるとともに，地球温暖化ガスや大気汚染物質の排

出量の推計に加えつつ，その他の生態系サービスの項

目も網羅し，現地の植生に対応した生態系サービスの

推計や今後の土地利用規制の検討等が必要である． 
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表３ 構築した GIS データの特徴と各推計結果
凡 例 2008 年 2011 年 2014 年 

 

   

特 徴 

住宅地がほぼコンケン自治体管轄エ
リア内に集中しているが,環状線沿い
にはエリア３を除き,あまり市街地が
構成されていない． 

環状道路周辺に住宅地が点在するよう
になり,特にエリア４の市街地面積が大
幅に増加した．エリア２は冠水の危険
性があるため，あまり変化がない． 

エリア２を除き,環状道路周辺で住宅
地開発が進み，多くの森林や水田，畑
の面積が減少した．一方で，人工湿地
の造成により湿地の面積は増加した．

データ作成方法 
コンケン大学から提供頂いた市街地
区画データと,Google Earth のデー
タから土地利用を推計し作成． 

2011 年時点での Google Earth のデー
タを基に,土地利用を推計し,作成． 

2011 年の GIS データをもとに,現地調
査と,2014 年時点での Google Earth か
ら土地利用を更新し作成． 

緑 被 率  ( % ) 64 61 
前年データとの差

57 
前年データとの差

-3 -4
市街地面積 (ha) 4,943 5,523 +580 6,050 +527 
森林面積  (ha ) 870.0 713.5 -156.5 505.3 -208.2 
湿地帯面積 (ha) 529 546 +17 718 +172 
水田・畑面積(ha) 12,182 11,760 -420 11,033 -727 
CO2固定量(t/Y) 2502.9 2051.3 -451.6 1452.2 -599.1 

NO2 吸収量(t/Y) 106.0 87.3 -18.7 61.4 -25.9 
SO2 吸収量(t/Y) 31.5 26.1 -5.4 18.5 -7.6
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